
Ⅰ は じ め に

カナダは主要国首脳会議の一員であり、国際社
会を構成する有力な国家のひとつである。しかし
ながら、日本において十分に理解が進んでいるか
というと、必ずしもそうではないというのが実際
のところであろう。大学生を対象としたある調査
（2006 年）によると、カナダのイメージとして
「寒い」、「広い、大きい」、「豊かな自然、自然に
配慮」、「イギリス系住民とフランス系住民」、「ケ
ベック独立運動」が上位を占め、さらに「緑が多
い、森林が多い」「メープルシロップ」「カエデ、
カエデの葉」と続いており、どちらかといえば自
然的特徴からくるイメージが強いことがわかる
（田林 2007）。これには、学校教育の影響はもと
より、マスメディアにおけるカナダの扱われ方も

かかわっていると考えられるが、現代社会が抱え
る諸問題に対処していこうとする場合、イメージ
から一歩進んで地域を総合的に理解する必要があ
る。その際に有効なのが、地誌学的アプローチで
ある。地誌学は地理的条件の複合性を構造的に把
握して地域現象を説明し、地域性を明らかにしよ
うとする分野である（矢ケ﨑ほか 2007）。
日本におけるカナダ研究は、日本カナダ学会が
設立された 1970年代以来、着実に発展を遂げて
おり、さまざまな分野で多くの成果が発表されて
きた。また、綾部・飯野（2003）や日本カナダ学
会（2008, 2009）など初学者を主たる対象として
カナダ理解に資することを目的とした文献も近年
刊行されている。しかし、これらの文献はさまざ
まな学問分野で活動する研究者たちがそれぞれの
専門とする分野やテーマについて解説したもので
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あり、カナダを構成する諸要素がどのように相互
にかかわっているかということを説明するもので
はない。また、これまでの研究の多くは多文化
（社会）や社会統合に関心が向けられており、よ
り多様化かつ複雑化している現代カナダの姿を十
分に描き切れているとはいえない。
次に、日本の地理学研究者によるカナダ研究を
みてみよう。残念ながら、地理学研究者のカナダ
研究への貢献はきわめて小さいと言わざるをえな
い。1980年代以降に出版された、容易に入手し
うるカナダ地誌書はごくわずかである1）。そのう
ちの一冊は、地理学におけるアメリカ・カナダ研
究のパイオニア的存在である正井泰夫によるもの
であり、北アメリカの自然と社会に関する概説と
アメリカ合衆国の地誌に続いて、産業、交通、都
市を中心にカナダの特徴を描いている（正井
1995）。また、都市地理学や経済地理学の分野で
多くの業績がある林上は、カナダを代表する地誌
テキストを参考に本格的なカナダ地誌を著し（林
1999）、さらに国際比較を念頭におきつつ、カナ
ダ都市の特徴をさまざまな都市を取り上げて考察
している（林 2004）。個別の都市については、2010

年に冬季オリンピックが開催されたバンクーバー
の魅力を紹介した香川（2010）がある。
一方、カナダでは大学テキストとしても使われ
る地誌書の出版はさかんであり2）、たとえば最近
のものだけでも、McCann and Gunn（1998）、
McGillivray（2006）、Bone（2008）などを挙げる
ことができる。これらはいずれも前半でカナダ全
土の自然的基盤や歴史などを検討し、後半でカナ
ダをいくつかの地域に区分し、それぞれの地域的
特色を考察している。カナダでは一般に、東から
大西洋カナダ（ニューファンドランド・ラブラド
ル、プリンスエドワードアイランド、ノヴァスコ
シア、ニューブランズウィックの各州）、ケベッ
ク州、オンタリオ州、平原諸州（マニトバ、サス

カチュワン、アルバータの各州）、ブリティッシ
ュ・コロンビア州と区分し、また極北の 3準州を
一括して扱うことが多い。ただし、大西洋カナダ
に含まれる 4つの州のうち、ニューファンドラン
ド・ラブラドル州は 1949年になってカナダに加
入するなど、他の 3つの州とは歴史的経緯が異な
るため、McGillivray（2006）はニューファンドラ
ンド・ラブラドル州のみを単独で扱っている。な
お、現代日本の地誌では多くの場合、南から順に
北へ機械的に記述されていくのが一般的である
が、ここに挙げたカナダ地誌書で興味深いのは、
オンタリオ州ないしケベック州から記述が始めら
れている点である。そこには、中心と周辺とのコ
ントラストが非常に大きいというカナダの特徴が
反映されている。実際、これらの地誌書では中心
と周辺、あるいは東部と西部とのあいだのコント
ラストが強調されてきた。
なお、日本地理学会会長を務める地理学界の重
鎮であり、1970年代からカナダの農村を調査し
てきた田林明は、本稿と同様の関心から、日本の
中学校や高等学校の地理教科書におけるカナダに
関する記述を整理するとともに、カナダで刊行さ
れた地誌書に基づいて、カナダの地域性を検討し
た（田林 2006）。それによると、教科書の分析か
らは、物理的大国、豊かな自然と天然資源・農産
物、北方の国、少ない人口、複雑な民族国家、経
済的先進国、都市化社会、平和な国、短い歴史、
大きな地域格差、アメリカ合衆国との密接な関係
－南北に働く力－、カナダの独自性－東西に働く
力－などをカナダの一般的性格として挙げること
ができるという。また、カナダで刊行された地誌
書はいずれも、カナダを多様で相互に異なった複
数の地域を含む一つの国家ととらえているとい
う。
本稿は、以上の議論を参考にしながら、将来の
カナダ地誌作成の第一歩として、カナダ地誌研究

────────────────────────────────────────────
１）いうまでもなく個別の研究成果は学術論文として学会誌や大学紀要、商業誌などに掲載されているし、図書館
に備えつけられるような高価なシリーズにもカナダ地誌を扱っているものがある。

２）日本では中学校社会科や高等学校地理歴史科の教員免許状を取得する教職課程において地誌は必修であり、多
くの大学で地誌の講義が開講されている。それにもかかわらず、こうした講義向けのテキストの出版は近年ま
で低調であった。しかし、最近になって教職課程で必修となっている科目に対応するかたちで地理学基礎シリ
ーズ（全 3巻）が刊行されたのに続き、2011年には世界地誌シリーズとして、日本、中国、EU、アメリカの
4冊が刊行されている（いずれも朝倉書店刊）。
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の課題を探ることを目的とするものである。ま
ず、基礎データに基づいてカナダの特徴を概観し
たのち、現代カナダをとりまく諸要素を示し、カ
ナダ地誌研究に求められている課題を検討する。

Ⅱ 基礎データからみる
現代カナダの諸地域とその特徴

図 1はカナダ各州および準州の位置を示したも
のであり、表 1はカナダ全土および各州・準州の
諸指標を示したものである。これによると、世界
第 2位の国土面積を誇るカナダの面積（水面を含
む）は約 998万 km2 におよんでいる。一方で人
口は 3400万強であり、人口密度は 1 km2 あたり
わずかに約 3.4人となっている。しかし、緯度の
高いカナダでは人が暮らせる土地ばかりではな
く、北緯 60度以北に位置する 3つの準州の人口
密度はいずれも 1 km2 あたり 0.1 人にも満たな
い。カナダではアメリカ合衆国との国境線沿いに
人口のほとんどが集中しているところに大きな特
徴がある。

次に、州ごとに面積や人口の規模が非常に大き
く異なることにも注意を向ける必要がある。沿海
諸州とよばれるプリンスエドワードアイランド、
ノヴァスコシア、ニューブランズウィックの 3つ
の州は、いずれもカナダの他州と比較して面積が
小さく、人口も 100万に満たない規模である。も
っとも多くの人口を擁するのはオンタリオ州であ
り、1300万を超える人々が居住している。つま
り、カナダ全体の 3分の 1以上が集中しているこ
とになる。オンタリオ州も人口密度は 1 km2あた
り約 12人にすぎないが、人口が州全体に分散し
ているわけではなく、カナダ最大の都市トロント
をはじめ、オンタリオ湖とエリー湖、ヒューロン
湖に囲まれた南オンタリオにかなりの部分が集中
している。次に人口が多いのがケベック州であ
り、約 790万人が居住している。ケベック州で
も、カナダ第 2の都市モントリオール（フランス
語ではモンレアルと発音する）を中心に、セント
ローレンス川流域に人口が集中している。さら
に、カナダ第 3の都市バンクーバーのあるブリテ

図 1 カナダ各州および準州の位置と名称
NL：ニューファンドランド・ラブラドル州 PEI：プリンスエドワードアイランド州 NS：ノ
ヴァスコシア州 NB：ニューブランズウィック州 QC：ケベック州 ON：オンタリオ州
MB：マニトバ州 SK：サスカチュワン州 AB：アルバータ州 BC：ブリティッシュ・コロン
ビア州 NWT：ノースウエスト準州 YT：ユーコン準州 NVT：ヌナヴト準州
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ィッシュ・コロンビア州、石油関連産業の発展が
著しいアルバータ州が続いている。なお、65歳
以上の高齢者人口の割合をみると、人口構成が特
殊な準州を別にすると、アルバータ州が他地域と
比較して極端に低い。具体的なデータは示しえな
いが、経済が好調で若い労働力が流入しているこ
とが背景にあると推測される。
居住者の文化的背景も州ごとに大きく異なって
いる。カナダは移民の国と考えられているが、移
民の割合はオンタリオ州とブリティッシュ・コロ
ンビア州で突出して高く、大西洋カナダやサスカ
チュワン州で低くなっている3）。カナダ屈指の都
市地域である南オンタリオと、太平洋に面しアジ
アからの玄関口であるバンクーバーが外国からの
移住者をひきつけていることを示唆するものであ
る。
カナダは英語とフランス語とを公用語とする国
家であるが、よく知られているように、フランス
語を母語とする人々はケベック州に集中してお
り、ケベック州ではフランス語を母語とする人口
が約 8割を占めている。フランス語を母語とする

人口の割合が次に高いのはニューブランズウィッ
ク州であり、約 3分の 1がフランス語を母語とす
る人々である。それ以外の州ではフランス語話者
の割合が高いとはいえないが、プリンスエドワー
ドアイランド州やノヴァスコシア州の一部には古
くから続くフランス語系コミュニティがあり（大
石 2006 a）、1904年までフランスが漁業権を有し
ていたニューファンドランド島西岸にもフランス
語系コミュニティが存続している（大石 2002）。
オンタリオ州以西のフランス語系コミュニティは
ケベック州からの移住者によって形成されたもの
が多い。代表的なコミュニティとして 1906年に
グラヴェル神父を中心とする移住者たちによって
建設されたサスカチュワン州グラヴェルブールが
あり、立派な大聖堂が現存している。なお、オン
タリオ州ではフランス語を母語とする人口の割合
は約 4％にすぎないが、人口規模が大きいため、
実数ではニューブランズウィック州を上回るフラ
ンス語話者が存在している。
フランス語を母語とする人口がケベック州とニ
ューブランズウィック州に集中していることは、

────────────────────────────────────────────
３）この数値は外国からの移住者を示すもので、アメリカ合衆国のように、文化的な違いの少ない地域からの移住
者も含まれている。

表 1 カナダおよび州・準州の諸指標

州・準州名（略称） 面積
（km2）

人口
（人）

65歳以上
人口の割合
（％）

移民の
割合
（％）

フランス語
を母語と
する人口の
割合（％）1）

英語とフラ
ンス語を理
解する人口
の割合（％）

ニューファンドランド・ラブラドル（NL）
プリンスエドワードアイランド（PEI）
ノヴァスコシア（NS）
ニューブランズウィック（NB）
ケベック（QC）
オンタリオ（ON）
マニトバ（MB）
サスカチュワン（SK）
アルバータ（AB）
ブリティッシュ・コロンビア（BC）
ユーコン準州（YT）
ノースウエスト準州（NWT）
ヌナヴト準州（NVT）

405,212
5,660

55,284
72,908

1,542,056
1,076,395

647,797
651,036
661,848
944,735
482,443

1,346,106
2,093,190

509,739
142,266
942,506
751,755

7,907,375
13,210,667

1,235,412
1,045,622
3,720,946
4,530,960

34,525
43,759
33,220

15.2
15.6
16.0
15.8
15.3
13.9
13.8
14.6
10.6
15.0

8.4
5.5
3.0

1.7
3.6
5.0
3.7

11.5
28.3
13.3

5.0
16.2
27.5
10.0

6.9
1.6

0.4
4.0
3.6

32.6
80.1

4.1
3.9
1.7
1.9
1.4
3.7
2.4
1.3

4.7
12.7
10.5
33.4
40.6
11.5

9.1
5.0
6.8
7.3

11.4
8.9
4.0

カナダ全土 9,984,670 34,108,752 14.1 19.8 22.1 17.4

1）単一回答のみ。
Canada Year Book 2011 により作成。人口と 65歳以上人口の割合は 2010年、それ以外は 2006年。
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英語とフランス語の両方を理解することのできる
二言語話者の分布に偏りがみられることに関連し
ている。表 1によると、カナダ全土で二言語話者
は 17.4％であるが、その多くはフランス語を母
語とする人口の割合が高いケベック州とニューブ
ランズウィック州に集中している。カナダではフ
ランス語が英語と並んで公用語となっているが、
伝統的にフランス語の地位は低く、かつてはフラ
ンス語話者が英語を習得して二言語話者になる場
合がほとんどであった。その結果、一部の地域を
のぞいて英語話者との接触が少ないケベック州以
外の州では、公用語のうちフランス語のみを理解
する人はほとんど存在しなくなった。しかし、
1969年にフランス語が英語と並ぶ公用語とされ
たことで、連邦政府機関やそれに準じる民間の機
関（たとえば空港など）では二言語でのサービス
が義務づけられ、英語圏の諸州においてもとくに
州都クラスの都市で二言語話者の需要が高まった
（大石 2006 b）。英語話者の子弟をフランス語で教
育するイマージョン・プログラムは人気が高
く4）、英語を母語とする二言語話者も増加してい
る。表 1からわかるように、ケベック州とニュー
ブランズウィック州以外の州ではフランス語を母
語とする人口の割合よりも二言語話者人口の割合
が高くなっている。しかし、フランス語が実際に
可視的といえるのはケベック州とニューブランズ
ウィック州、それにオンタリオ州とケベック州に
またがる首都圏（オタワ・ガティノー大都市圏）
くらいであることには変わりがない。

Ⅲ カナダ地誌研究の課題

（1）現代カナダをとりまく諸要素
以上をふまえて、カナダ地誌研究の課題を考え
てみよう。図 2は、現代カナダをとりまく諸要素
を示したものである。まずカナダは多様な自然環
境のもとにあり、それは中心と周辺のコントラス
トをなす基盤となった。セントローレンス川流域
には肥沃な土地が広がり、かつ鉄道が敷設される

以前はセントローレンス川がハイウェイの役割を
果たしたため、セントローレンス川流域には人口
が集中し、カナダの中心地域として発展した。一
方、カナダ楯状地は氷河の作用によりやせた土地
であり、しかも高緯度に位置するため寒冷で農業
には向いていなかったが、毛皮交易で重宝された
ビーバーなどの小動物が多く生息し、森林や鉱物
資源にも恵まれていた。そこで、カナダ楯状地は
中心地域に資源を供給する役割を担うことになっ
た。こうして形成された中心周辺構造は現在に至
るまで変わっていない。
また、カナダへのヨーロッパ人の入植と開発が
東部から始められたこともその後のカナダの地域
形成に大きくかかわっている。1763年のパリ条
約によりフランスが北アメリカから撤退し、現在
のカナダの領域はイギリスの支配下に入った。そ
の後、アメリカ独立革命によってイギリス王室に
忠誠を誓うロイヤリストが流入したことで人口が
急激に増加し、ノヴァスコシア植民地からニュー
ブランズウィック植民地が分離したり（1784

年）、現在のオンタリオ州の原型となるアッパー
・カナダ植民地が創設されたりした（1791年）。
これらのイギリス領北アメリカの諸植民地は相互
の交流がほとんどなかったが、アメリカ合衆国に
おける南北戦争を契機に連邦結成の機運が高ま
り5）、1867年に連合カナダ（連邦結成時にオンタ

────────────────────────────────────────────
４）すでに英語に同化したフランス系住民が子どもをイマージョン・プログラムに通学させて、フランス語を習得
させる例も多い。

５）南北戦争とカナダの連邦結成とのかかわりについては細川（2011）が詳細に検討しており，アメリカ側の視点
をとりいれる意義を示唆している。

図 2 現代カナダをとりまく諸要素
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リオ州とケベック州に分離）、ノヴァスコシア、
ニューブランズウィックの各植民地がカナダ自治
領を結成した（これをコンフェデレーションとい
う）。その後、イギリス本国の意向もあって、1871

年にブリティッシュ・コロンビア植民地、1873

年にプリンスエドワードアイランド植民地がそれ
ぞれ連邦に加入した。
このように、カナダ東部に位置する諸州は連邦
結成の時点までにイギリス植民地としての歴史を
有している一方で、カナダ西部はブリティッシュ
・コロンビアを例外として連邦結成以後に開発が
すすめられた。連邦結成時点では、カナダ西部は
ルパーツランドとよばれるハドソン湾会社領であ
った。1870 年にマニトバ州が成立するものの、
サスカチュワン州とアルバータ州の創設は 1905

年になってからである。こうした経緯もあり、た
とえばカナダでは資源の管理は州の権限である
が、西部諸州には当初こうした権限が与えられて
いなかった。また、連邦下院の議員定数は人口規
模に応じて配分されるため、開発途上で人口規模
の小さかった西部は長い間、政治的に影響力をも
つことができなかった。さらに、カナダ西部の開
発はアメリカ合衆国でフロンティアが消滅した
19世紀末から急速に進むことになるが、それを
支えたのは内相シフトンの移民奨励策を背景にカ
ナダを目指すことになった東ヨーロッパ出身の移
民であった。こうしたことから、カナダでは東部
と西部とのあいだには歴史的・政治的・社会的コ
ントラストが伝統的にみられる。
しかしながら、こうした東西間の不均衡は今後
変化していく可能性がある。西部ではアルバータ
州を中心に石油関連産業が発展し、経済成長が著
しい。アルバータ州の二大都市エドモントン（州
都、約 118万）とカルガリー（約 124万）は大都
市圏人口でトロント（約 574万）、モントリオー
ル（約 386万）、バンクーバー（約 239万）に次
ぎ、オタワ・ガティノー（約 124万）とほぼ同じ

規模になっており、もはや無視できない地位を築
いている6）。また、ブリティッシュ・コロンビア
州のバンクーバーは経済成長が見込まれるアジア
との窓口として今後も発展しそうである。もとも
とカナダは豊富な資源を国外に供給することで経
済発展を遂げてきた側面があるが、カナダ楯状地
で豊富に得られた森林資源や鉱物資源に、アルバ
ータ州を中心とする石油関連産業が加わり、豊富
な資源に基づく経済には今後も注目していく必要
がある7）。
フランス語圏の存在も、カナダを特徴づける重
要な要素である。カナダとしてはもちろんのこ
と、ケベック州は世界のフランス語圏において指
導的役割を果たしており、ヨーロッパとの関係も
深い。また、ケベック州は北アフリカやハイチな
どフランス語圏からの移民を多く受け入れてい
る。ケベック州では静かな革命とよばれる 1960

年代以降の政治・経済・社会の改革を経てカトリ
ック教会の影響力が弱まり、出生率の低下が急速
に進行した。フランス時代にさかのぼる家系の子
孫が減少し、さまざまな文化をもつ移民が増加し
たことで、文化的な摩擦が目立つようになってい
る8）。ケベックのカナダからの分離・独立を目指
す（正確には主権獲得を目指す）動きも忘れては
ならない。独立派政党は 2011年の連邦下院選挙
で壊滅的惨敗を喫し、州議会でも 2003年以来野
党に甘んじているように、政治的には小康状態に
なっているが、州レベルでは州民の関心が高い新
党結成もあり、数年のうちに大きな変化がみられ
る可能性もある。

1970年代初頭に導入された多文化主義はカナ
ダの国是であり、現在でも重要な要素である。多
文化主義には多くの日本人研究者が関心を寄せ、
すでに多くの研究成果があるが、ここで注目した
いのはカナダの多文化主義が第二世代に入ってい
ることである。とくにヴィジブル・マイノリティ
とよばれる有色人種の場合、カナダ生まれの二世

────────────────────────────────────────────
６）数値は 2010年（Canada Year Book 2011 による）。なお、Canada Year Book 2011 によれば、カルガリー大都市
圏の人口は 2009年にオタワ・ガティノー大都市圏を上回って 4位となっている。

７）カナダのエネルギー資源に関する簡単な解説として、廣松（2007）がある。
８）ケベック州を代表する研究者を主査とする調査委員会が設置され、現状の分析と将来に向けた提言がなされた
（ブシャール・テイラー 2011）。
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でも外見は移民のようにみえる可能性が高い。彼
らはカナダ社会のなかでどのような立場におかれ
るのだろうか。とくに都市スケールにおいて、第
二世代に入ったことによる多文化社会の変容は興
味深い課題となろう。
最後に、北極圏の主権問題を重要な課題として
指摘しておきたい。地球温暖化の影響により、夏
季には北極圏の氷がとけ、北極航路が現実に利用
されるようになりつつあり、カナダのみならず、
ロシアやアメリカ合衆国、北欧諸国が関心を寄せ
ている。北極の開発がカナダおよび世界にどのよ
うな影響を及ぼすのか、注視すべき課題である。

（2）比較の視点
先に述べたように、カナダで刊行された地誌書
の場合、前半でカナダ全土の自然的基盤や歴史的
背景を概観し、さらにいくつかの地域に区分して
地域的特徴を明らかにしていく構成が一般的であ
る。しかし、自国の人々が必要とする内容と、外
国人が必要とする内容とでは異なるのが当然であ
ろう。
外国人による地誌の例として、おもにアメリカ
人を読者対象としたアメリカ人研究者によるヨー
ロッパ地誌（ジョーダン＝ビチコフ・ジョーダン
2005）が参考になる。そこでは、ヨーロッパの定
義に始まり、自然的基盤、歴史、人々の特徴、宗
教、政治、産業、都市などがアメリカとの比較を
まじえて詳細に検討される。アメリカとの比較を
考慮に入れるなら、外国人の読者はアメリカの事
情をある程度理解しているほうが望ましいが、外
国人が読んでも非常に参考になる構成と内容であ
る。
日本で刊行する外国地誌においても、すでに正
井（1995）が副題を「日本的視点」としているよ
うに、やはり日本との比較は重要な要素になろ
う。私たちは無意識であっても、日本との比較で
ものごとを観察しているし、日本と比較すること
でその意味が理解できることも多い。たとえば、
モントリオールは現地では湿度の高い地域と考え
られているが、年平均降水量は約 1000 mm であ
り、日本の太平洋側の地域と比較するとあまり多
いとはいえない数値である。また、一般に北アメ

リカでは西経 100度を境に湿潤の東部、乾燥の西
部とされるが、日本と比較して考えれば西部の乾
燥がかなりの程度であることが容易に理解できよ
う。
日本におけるカナダ地誌の構成では、カナダで
刊行される地誌書で求められるような細かい記述
は必要ないかもしれないし、カナダないし北アメ
リカというスケールで理解すべきことがらも多い
かもしれない。一方で、田林（2006, 2007）がカ
ナダで刊行された地誌書に基づいて指摘している
ように、カナダの居住地域は非連続的であること
に特徴がある。またケベックのように歴史的経緯
から独自の社会を維持している地域もある。そこ
で、カナダ全土ないし北アメリカというスケール
で一定の説明をおこなったうえで、諸地域に区分
して地域ごとの特徴を明らかにしていくことが日
本におけるカナダ地誌でも必要な作業と考えられ
る。そしてそこに、日本との比較を盛り込んでい
くことも必要とされよう。

Ⅳ お わ り に

本稿では、カナダ地誌作成の第一歩として、基
礎データに基づいてカナダの特徴を概観したの
ち、現代カナダをとりまく諸要素を示し、カナダ
地誌研究の課題を検討した。そして、外国人によ
る地誌作成には比較の視点が重要であることを指
摘するとともに、カナダの特徴をふまえると、カ
ナダ地誌の構成としてカナダ全土あるいは北アメ
リカというスケールにおける説明とともに、地域
ごとの特徴を明らかにしていく作業が必要である
とした。
外国地誌の作成は容易なことではない。必要と
する資料がきわめて多岐にわたるとともに、自然
環境や歴史、産業、文化など、多くの分野の幅広
い知識が必要とされることもその一因である。一
方で、国際地域理解の促進を目的とする学部や学
科も多くなっており、バランスよく正確に地域を
理解するための方法として地誌学が果たすべき役
割は大きく、良質な地誌書の刊行が求められてい
る。本稿では雑駁な議論にとどまってしまった
が、将来のカナダ地誌の作成に向けて、今後も検
討をつづけていくつもりである。
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付記 本稿の作成にあたり、平成 21～23年度科学研究
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